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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問（ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和３年１２月２日（木） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

１ 新 原 春 二     １ 議案第１１１号について 

⑴ 改正に当たっての市長の所見を伺う。 

⑵ 改正に至った庁内議論の経緯について企画政策部長に伺う。 

⑶ 改正に当たっての任務分担の変更に伴う庁内議論について伺う。 

２ 子育て支援について 

⑴ 共稼ぎ時代における教育・保育の現状について伺う。 

⑵ 小中高大学校における障がい者支援について伺う。 

⑶ ２０２３年「こども庁」新設予定に伴う市行政の対応について伺う。 

⑷ 家庭教育課の新設について伺う。 

３ デジタル庁新設に伴う薩摩川内市の取組について 

⑴ デジタル化、情報化に対する本市の現状は 

⑵ デジタル庁開設に伴う本市行政全般の取組は 

⑶ 国のデータセンターの誘致に向けての取組は 

４ 都市計画道路の見直しと実施計画の促進について 

⑴ 都市計画道路計画の進捗状況は 

⑵ 薩摩川内都ＩＣ周辺の渋滞と外回り環状線都ＩＣ－山之口町の早期計画 

 を 

２ 岩 切 正 之 

 

１ 昨今の急激な物価上昇による市民生活への影響について 

・ ガソリンなどの急激な値上がり及び物価高により国民の日常生活は大変

な状況になりつつある。本市独自の政策として市民への直接的な支援は考

えていないのか。例えば全世帯に一律２万円現金給付はできないか。 

２ 川内原発について 

⑴ 運転延長が否定された場合、段階的に交付金等の減少が考えられるが、

原発頼みでない将来的まちづくりのビジョンは現段階であるか。また、想

定しているか。 

⑵ チェルノブイリ事故後にできたチェルノブイリ法があるが、日本の原発

事故後の対応と同法を比べたとき、市民を守る観点からどの部分が不足し

ていると考えるか、原発立地自治体としての認識を問う。 

３ 犬 井 美 香 １ 公有財産の利活用について 

⑴ これまでの取組と本市の課題は 

⑵ 公共用財産のうち、公園数と公園内にある建物を含めた利活用状況はどの

ようになっているか。 

⑶ 今後の取組をどのように考えているか。 

２ 自殺者対策について 

⑴ 本市の自殺者数の過去３年間の推移と年代、性別の割合はどのようになっ

ているか。 

⑵ 本市の取組の現状、成果と課題は 

⑶ 各種相談窓口には、どのようなものがあるか。 

⑷ 関係機関との連携の在り方を市はどのように捉えているか。 
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⑸ 今後の方針をどのように考えているか。 

３ 地区コミュニティ協議会について 

⑴ 地区コミュニティ協議会と自治会の役割は 

⑵ 地区コミュニティ協議会制度の課題は見えているか。 

⑶ 自治会未加入者との地域でのつながりや見守りを市としてどのように捉え 

ているか。 

４ 森 満 晃 １ 障害児の支援について 

⑴ 障害児の通所支援の種類と内容について説明を求める。 

⑵ 各支援を受けるには、障害児通所受給者証を取得する必要があるが、本市

の取得基準と１８歳未満の取得人数について伺う。 

⑶ 放課後等デイサービスについて 

ア 市内の事業者数と利用状況について説明を求める。 

イ グレーゾーンの子どもたちに療育の拡充を求める要望について伺う。 

ウ 子どもたちの送迎の現状と送迎加算制度について説明を求める。 

エ 今後の市内事業所の開設について説明を求める。 

⑷ 障害児支援の今後の課題について市長に見解を求める。 

２ フリースクールについて 

⑴ スマイルルーム（適応指導教室）との違いは何か。 

⑵ 民間の教育機関について本市の考え方を伺う。 

⑶ 民間事業者が開設する場合の補助制度について伺う。 

３ 児童・生徒の通学路の安全対策とスクールバスの活用について 

⑴ ゾーン３０（低速度規制）や速度規制対策など市内の交通安全対策箇所に

ついて説明を求める。 

⑵ 現在のスクールバスの活用（遠距離通学対策）と今後の登下校の安全確保 

 の有効な手段について伺う。 

 


